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2024年 5月 台湾家族旅行 
 

右城 猛 

 

１．まえがき 

ゴールデンウィークを利用して、5月3日から3泊4

日の日程で台北に家族旅行をしてきた。 

 今回の旅行を決めたのは出発の40日前である。私は

2022年度より訪日台湾教育旅行四国交流支援特使に任

命されている。今年の3月23日に中華民国観光産業国

際コンベンション協会のメンバー４名が来高された。

高知県観光コンベンション協会主催の歓迎会が個室四

季料理「くらり」であり私にも案内が来ていた。 

その席で、国際コンベンション協会栄誉理事長で

京都商務旅館と東京国際飯店を経営されている徐銀樹

(じょぎんじゅ)社長とその秘書の尤敏華(ゆうみんか)

さんと懇意になりLine友だちにもなった。 

徐社長は日本大学の修士課程を修了され、日本語

が堪能で博識がある。徐社長から、「東日本大震災で

は250億円、能登半島地震では50億円の義援金を日本

へ贈った。台湾人は日本人を親戚と思っている。台湾

から日本への観光客は420万人であるが、日本からの

観光客は92万人しかいない」という話しを聞き、日本

人として申し訳ない気持ちになった。５月のゴールデ

ンウィークに家族で台北へ行き、京都商務旅館で泊ま

ることを約束した。 

 

２．旅行の日程 

【1日目 5月 3日(金) 高知から台北】 

06:07 後免駅発南風 2号⇒08:38岡山駅着 

08:58 岡山駅発のぞみ 2号⇒09:43新大阪駅着  

09:58 新大阪発きるか 15号⇒関西空港着 10:50 

13:10 関西空港 BR131⇒桃園空港着 15:05 

専用車で京都商務旅館着 17:30 

18:15 北京ダックで有名な龍都酒楼で食事 

【2日目５月 4日(土) 名所観光】 

9:00ホテル発 野柳地質公園、一品鮮水産で昼食、

十分観光、九份観光、九份海悦楼茶坊で夕食、16:30

ホテル着 

【３日目５月５日(日) 自由行動】 

９:30 タクシーで台北忠烈嗣、故宮博物院を見学して

14:30ホテル着。18:30金品茶楼で明神家と夕食。 

【4日目５月６日(月) 台北から高知】 

05:30専用車でホテル発 

08:30桃園空港発 BR132⇒12:10関西空港着 

13:44関西空港発はるか 28号⇒14:36新大阪駅 

14:50新大阪駅発のぞみ 147号⇒15:39岡山駅着 

16:05岡山駅発 南風 17号⇒18:38後免駅着 

 

３．高知から台北(5月 3日) 

後免 6時 7分発の南風 2号に乗る。アンパンマン

列車であつたが、孫たちは意外と喜ばない。GWのた

めだろう、ほぼ満席状態であった。 

列車が瀬戸大橋を通過しても孫たちはゲームに夢

中。孫たちの父親と祖父は全員が建設コンサルタント

を生業としている。瀬戸大橋に感心を示してくれない

のは残念であった。 

 

JR後免駅 

 

瀬戸大橋 
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 関西国際空港を利用するのは 2018年 5月に高野広

茂・いくよご夫妻と大連に行ったとき以来である。以

前とは様変わりしていた。2023年 12月 5日に国際線

第一ターミナルがリニュアールオープンされている。

出国審査場を出ると免税店があるエリアに入った。免

税店の中を通らないと搭乗ゲートにたどり着けない。

改修工事は今も続けられているようである。 

 桃園国際空港には予定通り日本時間の 16時、現地

時間の 15時に到着した。2018年 8月に家族旅行で来

たときの面影はまったくなかった。現在、第３ターミ

ナルを建設中であった。 

機内に預けた手荷物を受け取って外に出ると、右

城猛様と書いたプラカードを持った女性が出迎えてく

れた。京都商務旅館からの送迎専用車の係員である。

「すぐ車が待っている場所へ移動するように」と促さ

れたが、事前に申し込んであった「Taiwan the Lucky 

Land」の抽選をしたり、新台湾ドルと両替(レートは

1NT$=4.96円)をしたりするのに 30分ほどかかった。 

台湾観光局が台湾旅行を促進するために期間限定

で実施しているキャンペーンで、抽選に当選すれば台

湾国内の宿泊施設や観光施設、レストラン、ショップ

などで利用できる NT＄5,000（約 2.4万円）のデジタ

ル商品券がもらえる。当選確率は 20%程度のようであ

るが、当たったのは私一人だけであった。 

桃園国際空港から台北までの間に車窓から見る景

色は、5年前と様変わりしていた。高架橋が整備さ

れ、高層ビルが林立した地域も見られた。もの凄い勢

いで経済成長しているという印象をもった。しかし、

台北市内に入ると古い汚れた建物、オートバイが目立

った。5年前とほとんど変わっていない。 

 

第３ターミナル建設中の桃園国際空港 

 

 

 

中山高速公路から眺めた林口区の高層ビル 

 

台北市内 

 

４．京都商務旅館 

 17時 30分、京都商務旅館(台北京都ホテルとも呼

ぶ)に到着する。繁華街の長春路に面した便利な場所

に位置している。 
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京都商務旅館 

 

 ホテルの予約は、右城家、堀田家、明神家の家族構

成を伝えて尤敏華さんに Lineでお願いしていた。右

城家は二人なので 1泊 NT＄3600のデラックス・ツイ

ン、堀田家はエキストラベッドが 2台いるので NT

＄6000の京都スイート、明神家はエキストラベッド

が 1台なので NT＄4590のファミリースイート。 

 

デラックス・ツインの部屋 

 

京都スイートの応接間には豪華な勉強机がある 

 

京都商務旅館の経営理念 

 

龍都酒楼で食事を済ませてホテルに戻ると、徐銀樹社長が

お菓子やピーナツ、缶ビールを用意して歓迎してくれた。 
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５．龍都酒楼 

 2024年 4月 3日に花蓮地震が起きた。その調査に

行かれた愛媛大学の森伸一郎先生が、高雄第一科技大

学の廬之偉(Chih-Wei Lu)先生たちとディナーを食べ

ている様子が Facebookで紹介されていた。そのレス

トランが北京ダック料理で有名な龍都酒楼であった。

京都商務旅館から徒歩で 10分くらいの距離であった

ので、尤敏華さんに頼んで予約をいれてもらってい

た。北京ダックは予約しておかないと食べられない。 

 18時の予約であったが、ホテル到着が遅れたため

店に入ったのは 18時 10分であった。 

 

龍都酒楼の正面入り口 

 

北京ダックは、養殖されたアヒルを丸焼きした宮廷料理 

 

とりあえず乾杯 

 

そぎ切りした表面の皮を甜麺醤(テンメンジャン赤味噌)、ネギ、

きゅうりと共に薄餅（ハオピン）で包み、タレに付けて食べる 

 

６．早朝の散策(5月 4日) 

 7時半の朝食まで時間があったのでホテルの周辺を

家内と約 30分間散策した。 

 台湾も東南アジアと同じ外食文化の国なのだろう。

若者たちが飲食店のテラス席で朝食を食べていた。 

 台北はでデジタル化が進んでいる。信号機の色の残

り時間が表示される。バス亭には路面バスの待ち時間

などが電光掲示板で表示されていた。 

 

テラス席で朝食 

 

新福宮 
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歓大が通行人の男性に声を掛けると、台湾語で応

じていた。何を話しているのか分からなかったが、気

持ちだけは伝わったようである。 

 

 

信号機 

 

歓大が通行人に声をかける 

 

７．野柳地質公園 

 JTBに頼んであった専用車でホテルを 9時に出発す

る。ガイドは 30年の経験がある張さん。台湾で多い

性は、陳、李、張の順番だそうである。知識は豊富で

あるが、日本語の発音が悪く聞き取りづらかった。 

 

地方の山間部にも高速道路網が張り巡らされている 

 

アンカーを追加設置している工事現場 

 

落石防護柵。日本の物と大きく異なるのは、3スパン毎に端末

支柱が設置されていることと、端末支柱の斜材の設置角度が日

本は 45゜であるが 60゜と急なこと。エネルギー吸収性能は一体

どれだけなのだろうか。 

 

墓が沖縄の墓のように立派 

 

野柳地質公園に行く手前の露頭 
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 台北から野柳地質公園までは 40km。所要時間は自

動車で 1時間。ここ来るのは 3度目。台湾の中では一

番気に入っている。奇岩も良いが、野柳漁港から上が

る新鮮な海鮮料理が美味しいのが何よりもよい。 

入園料 NT$120を払って園内に入りと木々のトンネ

ルの歩道がある。歩道の土留め壁には、野柳地質公園

と姉妹公園になっている秋吉台地質公園、山陰海岸世

界地質公園、伊豆半島世界地質公園、下北地質公園、

銚子地質公園のパネルが貼られていた。その中に室戸

世界地質公園が無いのには違和感があった。 

 

 

 

地質公園を説明する野柳遊客中心(ビジターセンター)の映像 

 

姉妹公園パネル 

 

 

 

野柳岬 

 

女王頭 
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 最初にここに来たのは 2013年 6月の社員旅行であ

った。2度目は 2018年 8月の家族旅行である。2度と

も灼熱の太陽が照りつけて暑かった。それに比べると

今回はまだましであった。汗かきの歓大は頭や顔から

汗がしたたり落ちていた。 

前回も感じたことであるが、日本人観光客はほと

んどいない。2018年は大半が中国人であったが、今

回は韓国人が多かった。 

 野柳地質公園の人気スポットは女王頭(クイーン

ズ・ヘッド)。カメラマンと被写体になる人が立つベ

ストポジションには、それぞれ足マークが描かれてい

る。ここで写真を撮るため 20分ほど列に並んで順番

を待たなければならなかった。 

 

マージョ・ケイブ(小洞窟) 

 

 

地層には石灰質の砂岩が含まれ、海蝕風化と地殻変動により、

海食崖や変成岩、岩穴など独特の景観を生み出している 

 

両側に土産物店が並ぶ建物を通らないと公園から出られない 

 

 野柳地質公園には海鮮料理店が 6件軒を連ねてい

る。過去 2回ともここのレストランで昼食を食べた

が、今回は少し離れた野柳漁港の側にある「小漁村活

海鮮」と「一品鮮水産」を JTBが紹介してくれた。 

ホームページを見て「一品鮮水産」に決めたが、

この店の生け簀で泳いでいる魚の種類や数は「小漁村

活海鮮」に比べてはるかに少なかった。選択を誤っ

た。 

 水槽で泳いでいた魚はハタだけであった。これを蒸

し焼きにしてもらった。 

 

「小漁村活海鮮」の右隣が「一品鮮水産」 

 

とりあえず台湾ビールで乾杯 
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ハタの蒸し焼き 

 

８．十分老街で天燈飛ばし 

2日目の午後は十分老街。山間にある小さな町。十

分老街に入ると、繁体字で「新北市平渓谷区十分国民

小学」と書かれた小学校があった。ガイドの張さんか

ら、「十分は、昔は炭鉱の町として栄えており 1,200

人の生徒がいたが、現在は 58人になっている」とい

う説明があった。 

ネットで調べると、新北市の人口は 4,111人であ

る。本山町は人口が 3,274人で小学生は 129人であ

る。人口減少が急速に進んでいる大豊町は人口 3,189

人で小学生は 81人である。4,111人の人口で生徒数

が 58人ということは、ものすごい速度で人口減少が

進んでいることになる。 

十分老街に入ると道路の両側には土産物店が軒を

連ねていた。 

 

 

 

 

 

熱気球の原理で作られたランタンを空に飛ばす 

 

街の中は世界中からの観光客で溢れていた。山間

の十分老街には平地が少ない。ローカル線の軌道敷き

を利用して天燈(ランタン)飛ばしをしている。列車が

来ると中断して軌道敷きの外に出る。 

ランタンは油紙で作られた紙風船である。下面は

リング状の竹ひごによって口が開けられていて、そこ

には灯油を染みこませた布を引っかける十字の針金が

取り付けてある。布に火を付けてランタン内部の空気

を暖めると比重が軽くなるので、アルキメデスの原理

によりランタンは空に舞い上がることになる。 

油紙

竹ひごのリング針金

灯油を染みこませた布

筆に墨汁
をつけて、
四面に願
い事を書く
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2018年に来た時には、「第一コンサルタンツが日本

一になりますように」と書いて飛ばした。日本一は未

だに実現していない。 

右城家のランタンには、一面に「第一コンサルタ

ンツコンサルタンツ日本一へ」と私の願望を書いた。

二面には家内が「健康が一番」、三面には祐希が「学

力向上」、そして四面には私が「人生はよろこばせご

っこ」と書いた。 

 台北から 40キロも離れた何もない寂れた山間の町

であっても、アイデア一つでこんなにも町を賑わすこ

とができるのである。諦めずに知恵を絞ることの大切

さを知らされた。 

 

祐希は学力が気になる歳か 

 

第一コンサルタンツ日本一へ 

 

 

 

明神家のランタン 
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土産物店 

 

９．静安橋 

静安橋は十分と南山を結ぶため基隆河に架けられ

た橋長 128ｍの吊橋。1947年に炭鉱を運ぶために建設

された。炭鉱の採掘が終了した後、歩行者が通行でき

る吊橋へと整備され、十分を訪れた観光客の写真撮影

の人気スポットになっている。 

 

十分側の主塔 

 

歩くと結構揺れる 

 

南山側の主塔 

 

南山側のバックステー 

 

アンカーレッジの上を縁台として有効活用されている 
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１０．九份老街と海悦楼茶坊 

 十分を観光して九份に到着したのは 15時 30分であ

った。 

九份は山の斜面に作られた街である。「開発した土

地を九人で分けた」ことが地名の由来のようである。 

日本統治時代には藤田組が金の採掘を行い、金鉱の街

として栄えた。 

 1947年 2月 28日に起きた「二・二八事件」を題材

にした映画「非情城市」のロケ地として脚光を浴びる

ようになった。また、宮崎駿のアニメ映画『千と千尋

の神隠し』のモデルになったという噂もある。 

 九份老街に来るのは 2012年 7月、2013年 6月、

2018年 8月に続いて 4度目になる。2013年までは老

街の入口まで車で上がることができた。商店街を見学

し、映画「非情城市」のロケに使われた「阿妹茶酒

館」横の階段を降りるのが観光コースになっていた。 

 2018年からは下の駐車場で車から降りて階段を登

って商店街を見学し、再び同じ階段を降りて駐車場に

戻るのが観光コースになっている。 

九份老街の魅力は夜景の美しさにある。これまで

一度も夜景を見たことがない。今回は、一番人気があ

る阿妹茶酒館の夜景がきれいに眺められる海悦楼茶坊

を JTBに予約をしてもらっていたが、17時 30分に食

事を終えた。日暮れを待たずに九份を去った。 

 

駐車場から階段を上って商店街へ向かう 

 

狭い階段は人で溢れている 

 

藤田組の金鉱当時の銅像 

 

海賊の人形 
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土産物店が軒を連ねる商店街を見学。まともに歩

けないほど観光客でごった返していた。旅行の思い出

として今回は、商店街の玩皮屋という店でイタリア

YANKEE社製の革財布を NT＄2,900で買った。 

 堀田朋男の歩数計によると、今日一日で 12,000歩

歩いている。さすがに疲れたはずである。 

 

人で溢れる商店街 

 

斜面に建つ九份の街 

 

野柳地質公園のある野柳半島が見える 

 

海悦楼茶坊 

 

 

海悦楼茶坊の３階テラスから眺めた阿妹茶楼 
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海悦楼茶坊で早い夕食 

 

１１．台北忠烈嗣(5月 5日) 

台北 3日目は３家族が別々に自由行動することに

した。 

私たち夫婦は 8時半にタクシーでホテルを出発し

て忠烈嗣へ。ホテルから 10分ほどで到着した。ここ

に来るのは、2012年 2月、2012年 7月、2013年 6

月、2018年 8月に次いで 5度目である。 

8時 50分から衛兵の交代式が始まった。任務に就

いている衛兵 2人と新たな任務に就く兵士 2人、それ

に引率の兵士 1名が隊列を組んで 1時間毎に大門から

200メートル離れた大殿を 25分かけて往復する。 

兵士の行進が以前に比べて随分と簡素化されてい

た。人形のような動きでの行進は大門から 50m、大殿

の手前 50mくらいと以前の半分になっていた。 

 朝一番であったかも知れないが、観光客が少ないの

が気になった。以前のような人気がもう無くなってい

るのだろうか。 

 

人形のように行進する衛兵たち 

１２．故宮博物院 

事前予約はしていなかったが、３日目は故宮博物

院に行こうと決めていた。前日の夜、家内がネットか

ら「明日は日曜日なので故宮博物院は休館日になって

いる」という情報を得た。博物館が日曜日に休館とは

どう考えてもあり得ない。また、ネットには当日券は

販売していないと書かれていた。 

当日の朝、ホテルで確認すると日曜日も営業して

いるし、当日券も販売しているということであった。 

観覧チケットは NT＄350、音声ガイドは NT＄150で

あった。現金でもカードでも購入することができた。 

4度目であるが何度来ても見応えがある。特に、象

牙彫や壺などの緻密な細工は、人間技とは思えない。

展示物は写真禁止であるが、日本人もカメラやスマホ

で平気に撮りまくっていた。以前はルールが守られて

いたのにどうしたことだろうか。 

 

ネットの偽情報 
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象牙多層球。最大 50層の多層球もある(故宮博物院 HPより)

 

清朝乾隆時期の「霽青描金遊魚転心瓶」(故宮博物院 HPより) 

 

 

 

 

 

１２．金品茶楼で最後の晩餐 

 台湾最後の晩餐は、京都商務旅館の近くの金品茶

楼。ホテルの従業員お勧めのレストランである。 

 堀田家は夜市に出かけていたので、明神家と行っ

た。人気店らしく満席状態であったが、事前予約なし

でも入ることができた。 

一人ひとりに取り箸と直箸がセットで置かれてい

た。白いのが取り箸。台湾にも日本のような取り箸の

習慣があったのだろうか。 

 今回の旅行中に食べたレストランの中では、この店

の料理が一番美味しかった。しかもリーズナブルであ

った。 
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１３．台北から高知(5月 6日) 

 ５時 30分にホテルを出発する。早朝にも関わらず

徐銀樹社長から直々に朝食のサンドイッチとバナナを

手渡してくれた。サンドイッチは台北で有名な店のも

のとのこと。徐社長の気配りに感動した。 

事前の天気予報では、台湾はずっと雨であった

が、幸運にも 4日間とも天気に恵まれた。 

 

徐銀樹社長が見送ってくれた 

 

桃園国際空港の免税店 

 

8:30分発関西国際空港行きの EVA AIR BP132便に搭乗 

 

座席のモニター。台北から大阪までは 1618+101=1719キロ 

 

１４．あとがき 

 台湾は 1999年 9月 21日に発生した台湾集集地震

(921地震)の被害調査が最初である。11月 19日から

4泊 5日で台中市を中心に、八木則男先生を団長とし

て土木学会四国支部のメンバー11名で調査をした。 

 2度目は 2012年 2月に高知空港発チャーター便のツ

ァーに小笠原夫妻と参加して、高雄、花蓮、台北を 3

泊 4日で一緒に観光した。 

3度目は 2012年 7月に 3泊 4日の日程で、龍馬財

団のメンバー35名で淡水の李登輝元総統、台南の統

一企業公司の林蒼生総裁と奇美実業の許文龍会長を訪

問すると共に台北市を観光した。 

4度目は 2013年 6月に会社の社員旅行で、台南、

高雄、台北を 3泊 4日で観光した。5度目は 2016年 2

月 6日に発生した台湾南部地震調査のため、高野広茂

氏らと 3泊 4日で台南に行った。6度目は 2018年 8

月に３泊 4日で堀田家と右城家で台北に行った。 

今回が 7度目になる。いずれも満足できるもので

あった。台湾は親日家が多く料理が美味しい。高知か

ら関西空港までは遠すぎる。高知空港発の直航便を利

用できればどれだけ楽かと思った。現在週 2回直行便

が運航されているが、満席で予約が難しい。便数が増

えることを願っている。     (2024年 5月 11日)。 


